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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

福島第一原子力発電所（１Ｆ）事故にて放出された放射性微粒子は、

廃炉手順の確立（溶融燃料等の回収、炉内除染、作業員の安全確保

等）に関して、また重要な炉内事故事象解明のための情報源ともなっ

ている。これら粒子の基礎的な物性（粒径、組成、電気的性質、光学

的性質等）につき、詳細な知見を得るとともに、日英のシナジー研究

によりα放射体の量的評価を含む放射性微粒子の諸特性を更に解明し

て、「廃炉」計画のリスク低減に向けた作業全般に寄与する研究・開

発を行うことを目的として、以下の項目を行う。 

１）効果的な放射性微粒子の分離方法の開発 

２）放射性微粒子の性状把握 

２．総合評価 Ａ ・実際の放射性微粒子を用いてデータを収集・分析し、基礎物性のデー

タベースを構築したことは評価ができる。 

・一方で、得られた成果を現場に実装するための検討は十分ではないた

め、事故進展シナリオへのフィードバックもさることながら、現場適

応性の検討を十分に行ってほしい。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


